	学　習　指　導　案

	単　　元
	　セキュリティの管理の基礎
	教科書
	[bookmark: _GoBack]最新情報処理新訂版（実教出版）　

	指
導
目
標
	　情報化が進んだ現代では、暗号化は身近かな場面で活用されている。そこで、暗号化の仕組みや用途に合わせて使用されている暗号化の技術について理解させる。また、コンピュータを使用せずコンピュータの基本的な原理を学ぶ「アンプラグドメソッド」を用いた体験学習を体験させる。
	指
導
計
画
	第４節セキュリテイ管理の基礎
１　セキュリティ管理の重要性　　･･･ ２時間
２　セキュリティの管理
　(1)　コンピュータの保護　 　 　･･･ ２時間
(2)　利用者の認証とアクセス制御･･･ ２時間
（本時はその１時間目）

	本時の主題
	情報の暗号化と復号

	前時の課題
	P94の暗号化と通信についての単元の予習をしておく。

	本　時　の
目　　　標
	１　暗号化とは、盗聴を防ぐのではなく、盗聴されても内容を読み取れなくする技術であることを理解させる。
２　共通鍵暗号方式の仕組みと必要な鍵数の計算を理解させる。

	学　　習　　活　　動
	時間
	指導上の留意事項
	評価の方法・規準等

	導
入
	・　メールと暗号化の歴史について学習する。

	10


	・メールの暗号化と歴史について理解させる。
	・プロジェクタ

	展




開
	１　共通鍵暗号方式について学習する。







２　スキュタレー暗号の実習を行う。



３　共通鍵暗号方式の鍵数の計算方法について学習する。
	10








15




10
	・平文を暗号化し、暗号化したものを復号する一連の流れを理解させる。
・共通鍵と復号の鍵が対であることを理解させる。




・実習を通して、スキュタレー暗号を理解させる。



・暗号化と復号の鍵の計算を理解させる。

	・プロジェクタ
【評価の規準】
○共通鍵暗号方式の仕組みが理解できている。
<関心・意欲・態度>
【評価方法】
応答の観察


【評価の規準】
○実習を通して暗号化と復号の仕組みを理解させる。
<知識・理解>
【評価方法】
○応答の観察




	整
理
	・　本時のまとめと次時の課題を確認する。
	５
	・本時の内容を確認するとともに、次時の課題を把握させる。

	

	備考
	



